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本日のプログラム＜第２２０１回例会＞ 
 

 外来卓話 

会長の時間     渡邊 剛会長 

吉田知弘ガバナー公式訪問 

2023－2024年度 大一大万大吉 

～継続は力になる～ 



１０月のお誕生日は高城雅春会員、廣田会員、

石田会員です。高城会員の２２日はパラシュ

ートの日、廣田さ会員の１２日は豆乳の日、

石田会員の４日は天使の日だそうです。皆様、

お誕生日おめでとうございます！ 

「９月は山笠、小倉城、別府に行ったりして他の留学生と楽し

く過ごしました。１０月にも広島に研修があります。毎日有意

義にすごしています。」と日本に来てもうすぐ 1 ケ月半たった

感想を日本語で話してくれました。原稿もローマ字ではなく日

本語でかいてました。お箸の使い方もとても上手になっていま

した。シェーンさんこれからも頑張ってください。 

R 財団ポールハリスソサエティである鈴木会員

はルビー３つのバッチの授与、米山のマルチプル

受賞者は矢野会員、米山のメジャードナーに桧槇

会員、３名が吉田ガバナーによって手渡されまし

た。皆様ありがとうございました。 

 

 

先週は約 500年の歴史をもつ苅田山笠神幸祭が 4年ぶり、そして 2週間に渡り、灯山から 

本祭りの岩山へ姿をかえて盛大に開催されました。シェ－ンと行橋 RCのミゲルも法被を着て

参加した聞いています。先ほど話を聞いたらとても楽しかったと言っていました。 

ただクライマックスの突き当て（ケンカ山笠）はとっても危ないって言っていました！ 

私も与原上地区から参加しており、往復で 6時間以上、山を引いていましたので足腰が 

ガクガクになっております。 

さて本日は吉田ガバナ－、大江ガバナ－補佐、大神地区幹事、合屋副幹事に着て頂いての 

ガバナ－公式訪問です。さきほど 11時すぎから懇談会を行いました。先週、大江ガバナ－ 

補佐がおっしゃっていた通り、吉田ガバナ－は穏やかで話やすく、いろいろなお話をさせて頂 

きました。その中でも苅田クラブは多くの事業を積極的に開催しており、活発なクラブという 

ことと、年齢的にも中間層が充実しておりとてもバランスの取れたクラブだと言われており 

ました。苅田クラブの未来は明るいと 2回も言われてとても嬉しかったです。後ほどガバナ－ 

から卓話をしていただきます。しっかり内容を理解しクラブ運営に活かしていきたいと思っ 

ています。 

それから来週 12日は行橋でビーチサッカ－のプロチ－ムの代表、 

マイケルこと岡本英雄さんを招いて卓話をお願いしております。 

地域を元気にしようという志は共に 

共感できると思っています。楽しみにしていてください！ 

以上会長の時間とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2200回例会記録〈10月 5日〉会長の時間 高城 直紀 

 

１０月のお誕生日 

シェーンさん 

R財団寄付/米山功労者 表彰式 

 



会員増強のジレンマ  

会員増強の取組には数の設定があり、「数を増やす」という目標ばかりが即物的に強調されがちとなります。数に注目する

という点では、いわゆる退会 防止の取組（増強の「強」）にも共通性があり、両者に本質的な差異はありません。数ばかりを

やみくもに追い求める姿勢に傾きがちとなる結果、「数に入るなら 誰でもよいのか」と揶揄する冷ややかな声が常に付きまと

い、会員増強の取組自体が否定的な視線に晒されることにもなります。平面的に問いを立てれば、「数か 質か」の二者択一の

問題であるともいえます。われわれは、この一見まっとうに見える問いにどのように向き合うべきでしょうか。当然ですが、

「数に入るなら誰でもよい」などということになるはずがありません。「質」を問うのは当然であり、程度に差はあっても、ク

ラブに迎えるにふさわしい人か否かを丁寧に見極める必要があります。数を求めても、質は損なわない。これが会員増強の正

しい姿 勢だと思います。 しかし、何もしなくてもクラブの前に入会希望者が列を作っている、これまでと同じやり方でも会

員の維 持や増大に支障はない、そういう恵まれたクラブは、今やごく少数でしょう。単純に数を増やすだけでも簡 単ではな

いのに、質まで問う余裕はない、そういう声も聞こえてきそうです。一定数の退会者が出ることには 避け難い一面もあり、数

を増やす努力を怠れば会員数 は自ずと減少に向かいます。徹底的に数にこだわる姿 勢も同じく重要ですし、質を問題にする

ことが会員増 強の努力を放棄する言い訳になってしまっては、元も子もありません。「数か質か」、このように問いを立てた

のでは、正解 を見つけることは困難ですし、生産的な議論にもなりません。ここに正解を見つける上で、ゴードン・マッキ 

ナリー RI 会長のテーマ講演がとても参考になります。  

一つのヒント（ＲＩ会長のテーマ講演）   

当年度（2023－24 年度）の RＩ会長のテーマ講演では、具体的な会員増強目標や数への明示的な言及がありません。それ

以前には、「穴の開いたバケツ」 （マローニー会長）、「Each one Bring one」（メータ会長）など、会員増強に特に力点を置い

たコメントがあったことを想起すると、異例なことのようにも思いま す。しかし、その内容をつぶさにみると以下のような 

コメントがあり、ここに真に意義ある会員増強のヒントがあるように思います。是非、かみしめながら読んでみていただきた

いと思います。「会員の数は非常に重要ですが、ＤＥＩを全面的にサポートすることは、単に会員数を増やすことを意味する

わけではありません。ＤＥＩの最も重要な側面 は、ロータリーを、どこからであれ最高の人材、最高のアイデア、最高のパー

トナーシップを受け入れる オープンでインクルーシブな組織にすることです。 人びとがロータリーを見たとき、そこに自分

自身を見ることができる必要があります。そうなることができるかどうかは私たち次第です。 

一つの模範解答 ＤＥＩは武器となる   

この講演から導かれる一つの「模範解答」は、おそらく、質を問う視点を変えることで、質の問題を「数を獲 得する武器」

に変えることだといえるでしょう。そのためには、良くも悪くも「名士の社交クラブ」と称されてきた古典的なクラブのモデ

ルを離れ、クラブのため に意義ある活力を備えた人材を広くクラブに迎え入れること、そして、そのポテンシャルをクラブ

の活力に変 え、クラブの中に、これまでとは異なる形の「親睦と結 束」を生み出すことです。ＤＥＩの推進は、正にそのた 

めの効果的な武器となります。会員増強の真の主役 は、クラブの活性化であると言い換えることもできる でしょう。思えば、

会員の数はクラブの活力や健全性を示す指 標であり、それまでのクラブの活動の成果としての側 面が強いように思われま

す。地道な取り組みの成果で あれば、目先の数に目を奪われて汲々とすることばかりが会員増強ではないことになります。  

このような思いもあり、当地区では、個々のクラブの 活動性を高めることに注目し、クラブで真摯に取り組んでいただきた

いことを 12 項目にわたってお示して、当 年度の重点的な取組事項としております。重視される のは、クラブを活性化して

魅力を高め、社会に注目される存在であり続けること、そのためにクラブの開放性を 高め、これまでとは異なる視点からク

ラブのために意義 ある活力を常に取り込むことです。 クラブの活性化こそが基盤であることによく思いを 致してください。

そうすれば、会員数は自ずと付いてくることでしょう。息の長い取組です。一喜一憂することなく、心ひとつに着実に取り組

んでまいりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田 知弘ガバナー卓話 

    

                            

                        

        

              

                     

                         

                    

           
             

                 

                 

                 

                  

               

               

                  

                                       

                       

                    

            



＜2023～2024 年度ＲＩ＞  会 長  ： ゴードン R マッキナリー 

＜第 2700 地区＞            ガバナー ： 吉田 知弘 

＜苅田ロータリークラブ＞    会  長 ： 高城 直紀 

幹 事 ： 木部 義憲 

ＳＡＡ ： 廣田 琢磨 

＜創 立＞ 昭和 51 年 6 月 28 日 

＜例 会＞ 毎週木曜日 12：30～ブルーポートホテル TEL 093-475-8844 

＜事務局＞ 苅田町京町 2-3-1 TEL 093-434-1488 FAX 093-434-6543 

e-mail kanda-rc@f4.dion.ne.jp URL:www.kanda-rc.com 

IT・週報委員会委員長：井手口貞治・山下 博司 ・中尾 則子 

 

ニコニコ BOX                 親睦委員 緒方 あかね 
吉田知弘ガバナー 

高城直紀会長、渡邊副幹事、 苅田ロータリークラブの皆さま、本日はガバナーのクラブ公式訪問を丁重にお迎え

いただき、ありがとうございます。 貴クラブの歓迎に対し、心より感謝申し上げます。 

吉田年度は 「ロータリーを開き、ロータリーを前進させよう」をテーマに掲げました。 クラブの皆さまが、  

親睦を深め、ロータリーを楽しみ、 クラブがより強く、よりたくましく、一層の成長を遂げられることを願って

やみません。吉田ガバナー年度をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

大江俊良ガバナー補佐 

本日はよろしくお願いいたします。 

 

高城 直紀 吉田 知弘ガバナー、大江ガバナー補佐、大神幹事、合屋副幹事、本日はありがとうございました。 

矢野  強 ガバナーを迎えて、本日はありがとうございます。 

石田  徹 プレゼントありがとうございます。ニコニコします。吉田ガバナー卓話ありがとうございました。 

桧槇  敬 吉田ガバナーを迎えてニコニコします。 

片岡 孝市 吉田ガバナー公式訪問ありがとうございます。 

高城 雅春 ガバナー公式訪問、お誕生日祝いありがとうございます。 

壁屋 好惠 吉田ガバナー公式訪問ありがとうございました。 

國永 修一 公式訪問ありがとうございました。 

鈴木 公利 吉田ガバナー、大神地区幹事ありがとうございました。 

 

 

 

 

             

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

※曜日変更が多いのでお気をつけください 

 

 

 

 

 

日 内容 場所 

10/22 補助金事業 19→22 日曜 高城山・バーベキュー 

10/26 外来卓話 ブルーポートホテル 

11/5 ソフトボール大会 2→5 行橋市総合公園 

11/9 休会  

11/16 外来卓話 ブルーポートホテル 

11/19 ソフト予備日 日曜日  

11/23 祭日 休会  

11/30 外来卓話 ブルーポートホテル 

苅田ＲＣ予定表 

 

 

近隣クラブの例会変更 

 

 行 橋 Ｒ Ｃ   

10月 17日（火）→ 18日（水）創立記念日例会 18:30 

 

行橋みやこＲＣ  
 

田 川 Ｒ Ｃ   

 

豊 前 西 Ｒ Ｃ   
10月 13日（金）→ × 

10月 20日（金）→19日（木）吉田ガバナー公式訪問  

10月 27日（金）→ × 

11月 3日（金）→ 休会 （ 祝日のため ） 

11月 10日（金）→ × 

11月 17日（金）→ 通常例会 

11月 24日（金）→ ×  

     

豊 前 Ｒ Ｃ   
10月 19日（木）→ガバナー公式訪問例会 

 

 

 

 


